
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教員を９
０％以上にする。

・教職員間でマイプランについて共通理
解し、授業研究会やスキルシェアリング
研修等で共通実践を図る。

○説明力、対話力、学習意欲の向上に
向けた実践の充実

○自分の考えを視覚化し、説明すること
ができる児童を８０％以上にする。

・自分の考えを広げたり深めたりできる
ような話し合う活動を設定する。
・自分の考えを視覚化する表現方法を
考え、共有化して取り組む。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○生活アンケートで肯定的な回答をした
児童を８０％以上にする。

・道徳教育の充実をはかり、「ふれあい
道徳」を授業参観日に行う。
・生活アンケートを６月、１０月に実施す
る。

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○心のアンケートで肯定的な回答をした
児童を９０％以上にする。

・QUテストを実施し、効果的に活用す
る。
・学校全体で対応できる体制をつくる。
・心のアンケートを定期的に実施する。

○仲間とのつながりを深める特別活動
の充実

○仲間とつながり、協力できる児童を８
０％以上にする。

・行事において、児童が互いに協力しな
がら活動し、仲間とのつながりを深めら
れる場を設定する。
・たてわり活動による異学年交流促進を
図る。
・人権教育や道徳の学習、学級活動な
どを通して、友達と助け合い、温かい関
わりができる児童の育成を目指す。

◎夢や希望を持ち、その実現に向けて
努力しようとするための教育活動

◎自分の夢や目標に向かって努力して
いる児童を８０％以上にする。

・キャリアパスポートを活用し、目標や見
通しをもって活動に取り組ませたり、活
動を通して伸びた力を振り返らせたりす
る。
・地域の人・物・事を活用した体験活動を
充実させる。

●健康・体つくり

●運動習慣の改善や定着化

●望ましい生活習慣の形成

○授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で４２０分以上の児童を８０％
以上にする。

○「健康には、食事をしっかりとったり、
適度な運動をしたりと生活習慣を整える
ことが大切である」と考える児童８０％以
上にする。

・運動に親しむことで体力向上が図れる
ような魅力的な体育の授業実践をめざ
す。
・運動に親しみやすいような環境・道具
の設定を行う。
・食育や保健体育、特活等の学習を通し
て生活習慣を整えることの大切さの理解
と啓発を図る。
・生活習慣に関するアンケートを実施す
る。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・定時退勤日（毎月第３水曜日、毎週金
曜日１８時）を設定し、時間外勤務の削
減を図る。
・年次有給休暇を計画的に昨年度実績
以上とるように呼び掛ける。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別な支援を要する児
童への開発的生徒指導の
充実

○支援を要する児童の実態把握の場の
設定と対応の仕方の検討

○支援を要する児童への対応の仕方、
支援を要する児童を含む集団への働き
かけを学び、生徒指導に生かすことので
きる教員の割合を８０％にする。

・職員研修の充実とＳＣ・ＳＳＷとの連携
を図り、情報共有の場を設ける。
・児童の実態把握と適切な対応（保護者
面談、支援会議、ケース会議の開催）を
行う。

○開かれた学校づくり

○外部評価の結果の公表と改善 ○地域人材を活用した教育活動を各学
年、年間１回は実施する。

・学校運営協議会での意見をもとに学校
改善を行う。
・学校便りを配布し、情報発信に努め
る。
・地域人材を活用した教育活動を推進す
る。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・保護者アンケートからは、本校の教育活動に対しておおむね良好な評価を受けている。

・学力向上においては、学力向上コーディネーターや研究主任を中心に本校の課題を的確に見極め、全職員で共通理解を図り、取り組むことができた。今後も学力の底上げを図る。心の教育においては、気になる子、家庭環境の不安な子などに対して、児童理解を深め、組織的に対応するように努力した。個別

に対応が必要なケースが増えてきているので、ＳＣやＳＳＷ、鹿島市の福祉課や民生児童委員とも連携して対応していく。健康・体つくりにおいては、運動習慣の定着までにはいたっていないが、スポーツチャレンジやジョギングタイム等に取り組み、運動に親しむ機会を増やすことができた。業務改善、働き

方改革については、さらなる重点的な取組や職員の意識改革が必要である。

・学校運営協議会の協力を得て、児童は安全に安心して地域で過ごすことができた。地域の人材を生かした活動として、水泳指導、面浮立の面づくり、絵画指導等に取り組めた。今後も、地域人材を有効に活用していく。

２　学校教育目標 「いい顔　いい声　いい動き」の明倫っ子の育成

３　本年度の重点目標

【知】粘り強く学ぶ子どもの育成

【徳】思いやりのある子どもの育成

【体】たくましい子どもの育成

学校名 鹿島市立明倫小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

●心の教育


